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樹
勢
回
復

　
樹
勢
回
復
や
花
芽
分
化
の
充
実
さ
せ
る
た
め
、
収
穫
終
了
後

は
尿
素
を
散
布
し
て
下
さ
い
。

・
尿
素
５
０
０
倍　
１
週
間
間
隔
で
２
～
３
回
程
度
散
布

マ
ル
チ
栽
培
園
地
で
は
、
シ
ー
ト
除
去
後
に
か
ん
水
し
ま
す
。

窒
素
主
体
の
葉
面
散
布
を
３
月
ま
で
に
３
回
以
上
実
施
し
、
樹

勢
の
早
期
回
復
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
後
は
、
秋
肥
と
し

て
、
即
効
性
の
肥
料
を
基
準
量
の
半
分
施
用
、
残
り
の
半
分
は

４
月
下
旬
～
５
月
に
施
用
し
ま
す
。

寒
害
対
策

　
冷
気
が
停
滞
し
や
す
い
場
所
や
風
の
当
た
り
や
す
い
場
所
は
、

寒
冷
紗
や
コ
モ
で
樹
を
覆
い
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
の
乾
燥
は
寒

害
を
助
長
す
る
の
で
、
ワ
ラ
を
敷
い
て
乾
燥
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

中
晩
柑
の
収
穫

　
１
月
に
入
る
と
中
晩
柑
類
も
随
時
収
穫
と
な
り
ま
す
。
収
穫

の
目
安
は
【
表
１
】
の
通
り
で
す
。
た
だ
し
、
寒
波
が
襲
来
し

て
-3
℃
以
下
の
低
温
に
長
時
間
さ
ら
さ
れ
る
と
凍
害
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
寒
害
対
策
を
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

　
冬
季
の
う
ち
に
越
冬
害
虫
の
密
度
を

下
げ
て
お
く
事
で
、
後
々
の
防
除
効
果

に
つ
な
が
り
ま
す
。
マ
シ
ン
油
乳
剤
は
、

直
接
害
虫
に
か
か
ら
な
い
と
効
果
が
無

い
の
で
、
丁
寧
に
散
布
を
し
ま
す
。
尿

素
を
混
用
す
る
と
樹
勢
回
復
に
も
つ
な

が
り
効
率
的
で
す
。
ま
た
、
降
雨
に
よ

り
効
果
が
減
退
す
る
た
め
、
５
日
程
度

晴
天
が
続
く
こ
と
を
確
認
し
て
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

１
月
上
・
中
旬

・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
ハ
ダ
ニ
類

マ
シ
ン
油
乳
剤
（
97
％
）　
60
倍

次
年
度
に
向
け
て

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方
浩
志
郎

浩
志
郎

【表１】主な中晩柑類の収穫の目安

品種名 収穫時期 出荷時期

はるみ 12月下～１月下 ２月上～
甘夏 １月中～３月上 ３月上～
不知火 ２月上～２月下 ３月上～
せとか ２月上～２月下 ２月下～３月下


